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１.はじめに 
都市交通などの社会システムに関する方策検討に

は，計算機上で実社会を仮想化するシミュレーション

評価が有効である．これまで市民の活動・交通行動

データを収集する手法としては，パーソントリップ(PT)

調査やアクティビティ・ダイアリー(AD)調査があり，近

年では IT 化の流れに即して紙ベースから Web ベー

スの調査手法となっている[1]．しかし，市民から活

動・交通行動データを収集することは大きな調査負

担となり，途中入力や事後確認の作業の省略した効

率的・継続可能なデータ収集手法の一環として，

GPS データや加速度データから自動的に滞在地や

交通手段を特定する手法に関する研究が盛んにな

されている． 

本研究では，より被験者の調査負担が小さく，継続

可能な交通行動データの収集手法の一つとして，ス

ケジューラの利用を提案し，次の３点を確認した． 

・スケジューラを利用したトリップ収集が可能である 

・移動手段の推薦はユーザにとって有用である 

・GPS 情報と組み合わせることで，トリップ目的の特

定精度を向上させることが可能である 
 

２.スケジューラシステムの作成 
本システムは，スケジュール登録の際に，条件に即

して自宅，勤務地，および前後のスケジュール地点

間との路線検索を行う．前後のスケジュール地点間

の移動時間を考慮し，現在入力しているスケジュー

ルの移動が間に合うかどうかを時空間プリズム[2]に

て判断し，間に合わない場合はエラーを出してスケ

ジュールの再考を促す．間に合う場合はスケジュー

ルに移動手段と時間帯を自動的に登録し，登録され

た移動スケジュールをダブルクリックすることで詳細

な内容を確認することが可能である（図１）． 

ユーザがスケジュールを入力ウィンドウ（図２）に入

力すると，同時に指定された場所，到着出発マージ

ン，優先交通機関などの情報を利用して，スケジュー

ル開始時間に間に合う移動経路があるか，後続のス

ケジュールに間に合う移動経路があるかを確認し，

いずれもクリアしていた場合は必要のない経路を削

除し，登録する．  
 

 
図 1:移動経路の詳細情報 

 

 
図 2:スケジュールの登録画面 

 
スケジューラには，ユーザ登録時に予め自宅と職場

も登録する．システム内のカレンダーには 2 種類あり，

ひとつは通常の WEB カレンダーと同じく外出予定を

入力するもので，もう一つは勤務・通学予定を入力す

るカレンダーである．通常，カレンダーには出勤や通

学の情報を入力しないが，場所の移動を伴うトリップ

はデータとして収集する必要があるため，通常のカレ

ンダーとは別に入力を行うページを設置した．勤務

設定を入力することによって，入力された勤務時間の

設定に基づき新しいスケジュールの出発地が自動で

設定される．  

また，本システムには，より正解データを得やすいよ

う，スケジュールの終了後に手動で修正することが可

能な機構を実装した．自動検索で入力された移動経

路とは別の動きをした場合に，ユーザは手動で経路

を修正し，報告することができる．  
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３.得られた結果とトリップへの利用方法 
評価実験は 20 歳から 55 歳の男女 14 人に対し 2

週間程度行った．被験者は評価実験期間中，本シス

テムの利用と同時に，GPS を利用した調査を行った． 

システムの利用感に関するアンケートでは，「システ

ムの操作はわかりやすかったか」「経路検索時間は

適切であったか」「本システムはスケジューリングに有

用か」という問いに対する回答が図３のようになった． 
 

 

 

 
図 3:アンケート結果 

 
スケジューラをパーソントリップ調査に活用するとい

う目的の下で開発した本システムだが，スケジューラ

としてもユーザにとって有用であるといえる． 

次に収集されたデータについて示す．本研究では，

被験者のスマフォの GPS 情報を提供いただき，これ

を元に訪問地点の正解データを手作業で作成し，目

的情報の推定を行った上で比較した．作成した正解

データを元に，本システムで得られたトリップの中で

合致するものを，「本システムから得られたデータ」と

して登録する．本システムへのスケジュール登録のタ

イミングから，スケジュールの期日以前に登録された

「事前入力データ」と，スケジュールの期日後に登録

された「事後入力データ」に分けて比較する．調査期

間中の総トリップ数，１日平均トリップ数，および外出

日平均トリップ数は表１のようになった． 

表１:トリップ数比較 

(単位:trip) 総数 １日平均 外出日平均 

正解データ 695 3.29 3.64 

事後入力 522 2.47 2.73 

事前入力 317 1.50 1.66 
 
GPS を用いて取得した時間位置情報と，本システム

を利用して取得した情報を両方用いることによって，

全体として精度の向上を図ることが可能となる． 

GPS 情報では滞在判定が困難であったトリップが存

在した．例を挙げると，「クリーニングに服を出す」や

「塾への送迎」などである．GPS 情報は，端末の位置

情報を基準に目的地を判定するため，短期間の滞

在や滞在を伴わないスケジュールの判別が難しい．

本システムを利用した調査では，短期間の滞在もス

ケジューラに登録することが可能なため，GPS の軌

跡データと合わせて正しいトリップ目的と目的地を得

ることが可能になった． 
 

表２:トリップ目的の捕捉率 

位置情報のみを利用 59.28% 

事後入力と位置情報を利用 72.23% 

事前入力と位置情報を利用 88.63% 
 
次に，GPS の滞在情報からだけでは判別不能なトリ

ップ目的の収集が挙げられる．位置情報のみから推

定可能なトリップ目的には限界があり，全体の 59%程

度である．スケジューラへの入力では，スケジュール

タイトルという形でユーザが自然に目的情報を入力

するため，目的特定率の向上が見込まれる．表２から，

位置情報とスケジューラの事前入力情報とを合わせ

ることによって 13 ポイント程度，事後入力情報と合わ

せることによって 20 ポイント程度の目的特定率の向

上があった．スケジューラの「事前入力」を利用しても

目的特定率が向上している点が重要である．ユーザ

に利点の少ない事後入力に比べ，通常のスケジュー

ラの利用方法と同じように未来のことをスケジューラ

に登録する使い方でも，トリップ目的の特定に役立て

ることが可能である． 
 

４.まとめ 
本稿では都市交通施策の評価に資するシミュレー

ター構築に向けた生活・交通行動データの新たな収

集手法として，スケジューラを利用することを提案し，

データ取得可能性と精度検証を説明した．実験結果

から，次の３点の知見が得られた． 

・スケジューラを利用することで，精度に課題はある

が，トリップの収集が可能である 

・移動手段の推薦は，ユーザにとって有用であり，ス

ケジューラを継続利用する動機になりうる 

・スケジューラと GPS 情報を同時に得ることで，トリッ

プ目的の特定精度の向上が可能である 

データ収集面での課題は，スケジューラの目的捕

捉率をさらに向上させる手法である．ユーザがスケジ

ュールの場所を登録した際に，自動的に地図情報の

施設情報から目的を推定してスケジューラに入力し，

必要があればユーザに修正させる方法が考えられる． 
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